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圏において大学入学までの教育は 13 年間であった。 
 ドイツ語圏の後期中等普通教育段階は，通算呼称






a マトゥーラや Maturität マトゥリテートと呼ばれ
ている。 
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学習指導要領公示年 2005 2002 1998 2004 
 
表５ オーストリア・普通教育中等学校上級段階（４年間）の最後の 3年間，つまり，６－８学年（通算呼称 10
～12）における選択必修教科 Wahlpflichtgegenstände の単位（週授業時間数） 
 
 以下の選択必修教科から週授業時間数計，６（G ギムナジウムの場合）／８（RG 実科ギムナジウムの場合）／10（WG 経済実
科ギムナジウムの場合）が選択されねばならない。 
                                         学年と週授業時間数 
第１群－付加的な選択必修教科（必修教科でない場合でのみ選択可能） ６学年 ７ ８ 計
第２ないし３現代外国語（必修教科でない） 2 2 2 6 
図学Darstellende Geometrie - 2 2 4 
情報Informatik 2 2 2 6 
音楽Musikerziehung（必修教科として造形を選択している場合） - 2 2 4 
造形Bildnerische Erziehung（必修教科として音楽を選択している場合） - 2 2 4 
栄養・家事（実習）Ernährung und Haushalt（Praktikum）（WKの場合） (2) (2) (2) 2-4
第２群－必修教科の深化・発展用選択必修教科（該当学年で必修教科として選択している場合のみ） 
宗教Religion (2) (2) 2 2-4
国語Deutsch (2) (2) 2 2-4
第１ないし第２現代外国語1.oder 2,Lebende Fremdsprache (2) (2) 2 2-4
ラテン語Latein (2) (2) 2 2-4
ギリシャ語Griechisch（Gの場合） (2) (2) 2 2-4
歴史・社会，政治・法律Geschichte und Sozialkunde,Politische Bildung und Rechtskunde (2) (2) 2 2-4
地理・経済Geographie und Wirtschaftskunde (2) (2) 2 2-4
数学Mathematik (2) (2) 2 2-4
生物・環境Biologie und Umweltkunde (2) (2) 2 2-4
化学Chemie (2)／－（RGの場合） (2) 2 2-4
物理Physik (2) (2) 2 2-4
図学Darstellende Geometrie（RGの場合） - (2) 2 2-4
心理・哲学Psychologie und Philosophie（Gの場合） (2) (2) 2 2-4
心理・教育・哲学Psychologie Pädagogik und Philosophie （RG，WKの場合） - (2) 2 2-4
音楽Musikerziehung (2) (2) 2 2-4
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合計履修単位幅 6～8.5＋α 6～9 7～14 0～10（*12） 
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物理，基礎教科  
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取り組む際の方略の育成
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支部大会（平成 25年 11月 23日 (土 )，鳥取市・鳥取大学）
において，田中啓太・田中賢二が，口頭発表した内容を，
再編・加筆したものであり，加えて，本研究の一部は，























































































(4) 原子  




























(3) 原子と原子核  




















































( ｳ )  素 粒 子  
ウ 物 理 学 が 築 く 未 来  
( ｱ )  物 理 学 が 築 く 未 来  
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